
　

　

２０２４年度　とかち・帯広トレセンＵー１４　関東遠征担当

監督 亀谷　直樹
コーチ 柴田　恭兵
コーチ 佐藤　　司

「はじめに」

第３０回　コミュニティーワールドカップＩＮ八千代

　日頃より、十勝地区サッカー協会事業推進に多大なるご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上
げます。お陰をもちまして、今年度のＵ-１４関東遠征も計画通りに実施することができました。こ
こに遠征のまとめとしてレポートを作成致しました。

　今回の遠征の課題と成果をあげましたが、これが全てではなく、改善しなければならないものは、
この他にもありますが、このレポートを活用いただきながら、日々のトレーニングに活かしてもらえ
れば幸いです。

　今回のメンバーは多くの選手を中体連の選手で選考しました。クラブの選手が少ない中、中体連の
選手のレベルが上がっていると感じました。これは十勝の指導者の方々が積み重ねて来た成果である
と思います。また、トレーニングや試合中に的確な助言をしてくださった柴田コーチ。トレーニング
やゲームに集中できる環境を作ってくださった佐藤コーチ。トレセン活動に関わって頂いたスタッ
フ。大会前日にJFA夢フィールドで練習試合をしてくださったミナトサッカークラブの曽我さんな
ど各関係者の皆様に感謝とお礼を申し上げます。
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テクニカル

レポート



主      催　：第３０回　コミュニティワールドカップサッカーin八千代　実行委員会

大会会場　：八千代市総合運動公園（多目的広場）・秀明大学グラウンド
　　　　　　八千代松陰中学校・八千代市立村上中学校

参加チーム：八千代市選抜・沖縄県島尻Uー１４選抜・Uー１４相模原選抜・南総トレセンUー１４
　　　　　　とかち・帯広トレセンUー１４・宮崎県トレセンUー１４　　　

　　　　　　

　

　 船橋FCアカデミー・チームスポルトやちよ・アインスFC

＜ＧＫ＞
・構えが不十分で、シュートに備えられていない。
・移動の方法や移動する場所が悪い。
・キャッチングの基本技術の習得が不十分である。
・ＤＦと連携し、事前に展開を予想することができない。
・積極性が足りない。

　昨年より、年間４回のトレセン活動、１回の道東トレセンマッチを経て「粘り強く闘える選手」
「ストロングポイントを活かし、サッカー理解がある選手」という観点でメンバーを選考した。八千
代カップが最後という節目の大会であったということで、２回目の優勝を目指すと共に、この遠征メ
ンバーに選ばれた意味やチームとしての在り方を確認。メンバー選考後に１１月１９日に屋外でのト
レーニング。１１月２５日と２６日にU-１５北海道フットサル選抜大会に参加し、守備のオンの部
分の基準を確認した。その後、２回のトレーニングを屋内で行った。その中で、守備意識の改善や攻
撃の原理原則、５号球に慣れるなど大会に向けて２時間半のトレーニングを行うことで、チームの約
束事や原理原則が確認できた。

「大会に向けての課題」

＜守備＞
・積極的に粘り強く、連続してボールを奪いにいけない。
・スタートポジションが取れない選手が多く、相手を一人しか見れない守備が多い。
・高い強度での守備を維持できない。

＜攻撃＞
・相手のプレッシャーで前を向けない。
・ボールを引き出すアクションができない。
・ビルドアップなどをするときにサポートの準備が遅く、質も悪い。
・マークを外す動きができない。

「大会に向けた準備」

「とかち・帯広トレセンのコンセプト」

「大会の概要」

　 いわきトレセンUー１４・Uー１４東京朝鮮選抜・習志野市選抜・松戸市中体連選抜Uー１４

攻撃

・観る→判断→実行

・攻撃の優先順位を意識した攻撃。

・オフでのポジション取り

守備

・優先順位に従ってボールを奪う。

・ＤＦラインは勇気を持ってラインを上げ、

コンパクトフィールドを形成する。

・より相手のゴールに近い位置でボールを奪



　1１月１９日（日）　トレーニング（キックロス音更）
①４対４＋サーバー（ラインゴール）
・長い距離のアプローチを積極的に行う。
・積極的にインターセプトを狙う。
・相手の状況をよく見る。

②６対６＋サーバー（ラインゴール）
・効果的なスタートポジションをとるために相手をよく見る（相手を２人以上見る）
・奪いにいくタイミングの共有
・守備のスイッチをいつ、どのように入れていくかの改善

③８対８＋GP
・数的劣位から数的同位へどのように持ち込むか
・スライドポジションを取る。
・無闇にボールを奪いにいかない。

④１１対１１（９対９）
・オフの時にセットポジションを早くとる。
・プレスを回避された時の戻り（帰陣）

⑤U-１５北海道フットサル選抜大会に向けての確認

ＧＫ
①ステップワーク
・ボールを体の正面で捉えるために、移動する方法、スピードを修正。

②キーパーの基本技術練習
・体の使い方、足の運び方の再確認をする、
・ローリングダウンやダイビング、倒れた後の起き上がり方を習得する。
・ハイボールの処理の仕方を理解する。

③構え、ポジション
・常にゴールの中央をとれるようにする。
・良い準備とは何かを理解する。

④ディストリビューション
・優先順位を理解し、正確かつリスクのないプレーを目指す。

　１１月２５日（土）、２６日　U-15北海道フットサル選抜大会
①グループリーグ　VS札幌選抜
・守備の個人戦術に重点をおき、試合に臨んだ。インフルエンザによる学級閉鎖
などで全員がそろわない状況であったが、相手がU-13の選手ということもあり、
１対１からカウンターにつなげることができ、１５−２で勝利した。

②グループリーグ　VS釧路選抜B
・相手はU-15の釧路の中体連を主体としたチームであった。初戦の硬さもとれ、
前を向いて積極的に仕掛けられる選手が多くなった。序盤は一進一退の攻防が
あったが、運動量と守備の粘り強さ、シュートへの意識から主導権を握り、
１２ー２で勝利した。

③決勝トーナメント準決勝　VS根室選抜
・相手は根室地区のクラブチームのレグルスUー１５であり、フィジカル面で
負けてしまうことが多かった。なかなか落ち着いてボールをつなぐことができず、
カウンターから点数を取られてしまった。後半は相手にボールを握らせ、
カウンターを狙い、１点返すことができたが、１ー５で敗戦した。

・この大会を通して、フットサルというサッカーとは違った要素がある大会
ではあったが、守備と攻撃の個人戦術を確認するうえでは、とても良い大会に
なった。チーム作りの一環として、大会に参加させてもらったが、選手達は
コミュニケーションが取れるようになり、チームとして成長が見られた。

「トレーニング＆練習試合」



　１２月３日（日）　トレーニング（下音更中学校体育館）

①６対２のロンド
・パス＆コントロールの質
・サポートの質
・ギャップを観る

②３対３＋２サーバー
・パス＆コントロールの質
・効果的なポジショニング
・サポートの質

③４対４＋１F＋２サーバー（２ゴール）
・縦パスを積極的に入れる
・サポートの距離
・素早い展開

④５対５＋GP
・背後への動き、背後へのパスを意識
・パス＆コントロールの質、サポートの質
・攻撃方向を変える

⑤CKの確認

ＧＫ
・前回のトレーニングの確認をする。
・前回の基本練習の強度を上げ、実戦に備える。

　1２月１０日（日）トレーニング（翔陽中学校体育館）

①１対１＋サーバー
・シュートの質の向上
・相手がいる中でシュート
・ゴール、GKをよく見てシュート

②２対１、３対２
・数的有利でのスピードアップ
・ゴールへの意識、シュート、しかけ

③２対２＋サーバー
・数的有利を生かすタイミングの共有
・幅を効果的に使う
・ドリブルとパスの選択肢をもつ

④４対４＋GP
・一瞬の効果的なポジショニング
・速いパス＆コントロールの質
・モビリティ（動きの組み合わせ、２列目からのランニング、スペースを作る＆使う）

ＧＫ
・前回までの基本技術の強度を高めたトレーニングをする。

⑤ブレイクアウェイ
・フロントダイブなど、基本技術を習得する。
・次のプレーを予想し、声かけをしながらDFと協力し、ゴールを守る。



①グループリーグ　ＶＳ　宮崎県トレセンUー１４／宮崎県

　２日目は相手の攻撃をシンプルに跳ね返し、セカンドボールを中盤で拾い、シュートカウンターに
つなげることを第一優先と考え、試合に臨んだ。前半は相手の攻撃をシンプルに弾くことで、CBが
うまく対応することができず、GKと１対１になるチャンスがいくつかあったが、決めきることがで
きなかった。徐々に相手も十勝の戦い方に慣れ、拮抗する試合になった。守備でコンパクトな状態を
作り、相手を圧倒する時間が多かったが、ラストパスの質が低く、得点が奪えないまま０ー０で試合
が終了した。

　２位リーグの初戦。全中に出場した選手とクラブチームを主体に作られたチームということで厳し
い戦いになることが予想された。３日目ということで、選手の体が重く、１対１でやられてしまう場
面が多くあった。また、前日の試合の影響もあり、縦だけの単調なサッカーになってしまった。前
半、中盤のプレスが甘くなったところからロングシュートを決められしまう。さらに、中央突破から
追加点を許してしまう。後半は、幅を使って落ち着く場面も作りながらしっかりと繋ぐことを意識さ
せた。十勝のペースになる時間もあったが、SHが高い位置を取ったり、いつ、どのように守備時の
コンパクトの状態から幅をとるのかを整理していない選手が多かった。それでも後半終盤、左サイド
を突破し、ゴールを奪ったかに思えたが、タッチラインを割っているという判定でゴールは認められ
ず、０−２で試合終了。課題が残る試合となった。

　勝てば１位での突破が決まる試合だったが、前半の立ち上がりに右サイドから突破される状況が続
き、CKから先制を許してしまう。また、CBのクリアミスから中央突破を許し、２点目を取られ、
前半を２ー０で折り返す。後半はメンバーを交代し、サイドを起点とした攻撃が多くし、クロスボー
ルから１点を返した。その後もあきらめず、サイド攻撃を多く繰り出したが、決定的なシーンをGK
の好セーブに阻まれ１−２で試合が終了した。

③グループリーグ　ＶＳ　船橋FCアカデミー／　千葉県

　初戦ということで、立ち上がりはノーリスクで試合に臨むことを確認した。中盤を支配される時間
もあったが、互角の戦いが続き、前半を０−０で折り返した。宮崎県は私立の中学校の選手が多くい
て、中盤の選手がボールを上手にさばくことでリズムが生まれているということがあった。そのため
後半は選手交代をうまく活用し、相手の体力が落ちてきたところで、前線の守備からショートカウン
ターにつなげ、先制した。その後は相手のシュートがゴールポストに当たるなどもあったが、全員守
備で粘り強く戦い、１ー０で勝利を収めることができた。

　この遠征の最終試合ということで、疲労はピークに達していたが、総力戦で戦うことを確認した。
さらに、前の試合の反省を生かし、ショートカウンターを狙いつつ、相手が整っている時は、幅と深
さを使いながら攻撃を進めることをミーティングで修正した。課題のオフのポジショニングについて
は、相手と味方を見て、サイドの選手たち（SH、SB）が同じレーンに入らないようにすることと、
ボールを後ろ向きで奪った際にはDFラインが深さをとり、幅をとる時間を作ることを確認した。試
合が開始すると、相手が連戦だったため、プレー強度が落ち、十勝の前線からの守備に対して戸惑う
場面が多く、不用意にバックパスをしたところを奪い、先制した。ボールを保持できるようになり、
落ち着いた試合展開を前半は行うことができた。後半もその展開は続き、左サイドを起点にダイアゴ
ナルにパスが入り、中央突破、シュートが右上につき刺さり２点目を奪った。後半終盤、ゴール前の
守備でチャレンジが遅くなったところを相手にミドルシュートを決められ、守備の甘さが見えたが、
２ー１で勝利を収めることができた。

②グループリーグ　ＶＳ　チームスポルトやちよ ／ 千葉県

④ ２位リーグ　ＶＳ　いわきトレセンUー１４ ／福島県

⑤ ２位リーグ　ＶＳ　南総トレセンUー１４ ／ 千葉県

「とかち・帯広トレセンの戦い」



・試合を重ねる度にチームの一体感が増していった。
・選手の学ぶ姿勢がよく、アドバイスをしっかり聞き、体現することができていた。
・今回は中体連の選手が多かったが、各県の高いレベルの選手とも十分に闘えた。
・高い強度で試合を行うことができた。
・ＧＫは試合を重ねるにつれ、自信がつき、積極的にかかわれるようになってきた。
・ＧＫの基本技術の向上が見られた。

④フィニッシュの精度

③アタッキングサードの崩し　

②ビルドアップと中盤の守備に対する攻撃

　今回の遠征で初めて監督という大役をやらせてもらい、多くの事を学ぶことができました。選手も
普段とは違うレベルで自分の課題が見つかり、ともていい経験になったと思います。保護者の方々も
とても協力的で温かい言葉をたくさんもらいました。選手のサッカー人生はこれからも続きます。ま
ずはサッカーを理解し、ポリバレントな選手になることや自分の長所を伸ばしスケールの大きな選手
になってほしいと思います。最後になりましたが、改めまして、各チーム指導者の皆様や各関係機関
の皆様、保護者の皆様に深く感謝の意を表し、レポートのまとめとしたいと思います。本当にありが
とうございました。

　多くの試合でボールを保持する時間が少なかった。そのためGKを含めたビルドアップについては
チームとしてデザインされたものが必要であった。また、中盤では幅を有効に活用することができな
かった。特にサポートの距離と角度が悪く、安易に相手にボールを奪われてしまうことがあった。さ
らに、ボランチの選手が動きすぎてしまい、パスの逃げ場所を作ることができなかった。３ゾーンの
理解を深めさせ、どのゾーンでどのプレーを選択することが有効なのかを理解させることが必要だっ
た。

　守備の局面では前には強くいくことができるが、相手のボールの持ち方などを観て、予測してアプ
ローチをかけられる選手とそうではない選手がいた。また、簡単に縦パスをつけられるシーンが多
く、ボールの移動中に後ろを観て、どこのパスコースを切るべきなのかを落とし込むべきだった。ま
た、縦パスをつけられた時にプレスバックが遅いことも課題であった。トレーニングの中で常にマー
クを２人以上観ることを意識させてトレーニングさせるべきだった。

「今回の遠征の良かった点」

「今回の遠征の課題」

①守備の理解

　前線からの守備がはまり、試合の立ち上がりで、大きなチャンスが多くあった。しかし、自分の
シュートを決める形を持っていないこと。そして、自分の利き足ではない方のシュートの質が格段に
下がってしまうこと。さらに、体勢を崩されると強いシュートが打てないなどの課題が見られた。ト
レーニングの中で、シュートを打つ機会を増やす必要があった。

　高い強度で試合が行われたため、オフの準備が足りず、前を向ける選手が少なかった。相手の守備
のプレッシャーに負け、バックパスや横パスを選択してしまう選手が多かった。また、前を向ける
が、縦パスを正確につけられる選手が少なく、ポジショニングや常に動きながらサッカーをして前を
うかがうなど、高い強度の中でトレーニングさせるべきだった。


